
 

 

 ○どこ  伊達崎小学校  

 ○いつ  平成２２年１１月３０日（火） 

 ○なに  読書ボランティア「ら・みるく」 

の読み聞かせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊達崎小学校の読書活動について 

畳スペースの設置 

子どもが気軽に集い、読書に親しむよ

うになることを願い、今年、図書室の一

角に畳を敷いたスペースを設けました。 

このスペースは子どもたちのお気に入

り。休み時間になると子どもたちがたく

さん集まってくるそうです。 

 国語の授業の発展学習として 

１，２年は、「命の大切さ、友達のよさ」 

３，４年は、「世界の民話、戦争と平和」をテーマ

に読み聞かせをしました。 

３，４年生 

 コーディネーター 石岡さんの話 

 １１月までに５８件の学校支援ボランティアの要請が学校からありました。桑折町ではボランティア人

材バンクを整備しているので、ほぼ学校の要請通りにボランティアの方を派遣することができています。 

 コーディネイトする際は、なるべく学校の負担を増やさないように学校とボランティアの方とのやりと

りをできるだけ簡素化し、そして、学校の思いとボランティアの思いが合致するよう心がけています。   

 今回は、読書ボランティアの「ら・みるく」の方々が授業内容と関連した本を選び、読み聞かせを行い

ました。 

１，２年生 

       「家読」のすすめ！ 

伊達崎小学校では、「家庭での１０分間読書＝うち

どく」の実践をしています。 

家庭での学習カード（下記）に読書の欄を設け、「家

族そろって１０分間読書をしよう」と家庭に投げか

けています。学校での読書活動が家庭での読書習慣

につながっています。 


